
[
研
究

ノ
ー

ト
]

　
　
　
　
イ
ブ

ン

・
ハ
テ

イ
ー
ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス
ィ
リ

ー

ヤ
著

　
　
　
　
　
　
『
ア

レ

ッ
ポ
史

に
お

け

る
選

り

抜

き

の
真

珠

』

作
品
と
写
本

谷

口

淳

一

は

じ

め

に

63

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(↓

　
十
五
世
紀
前
半
に
イ
ブ
ン
・
ハ
テ
ィ
ー
ブ
・ア
ン
ナ
ー
ス
ィ
り
ー
ヤ
が
著
し
た

『
ア
レ
ッ
ポ
史
に
お
け
る
選
り
抜
き
の
真
珠
』
(以
下
、
『選

り
抜
き

の
真
珠
』
と
略
記
)
は
、
本
書
よ
り
や
や
遅
れ
て
成
立
し
た
ス
ィ
ブ
ト

・
イ
ブ

ン

・
ア
ル
ア
ジ
ャ
ミ
ー

の

『ア

レ
ッ
ポ
史
に
お
け
る

　
　
　
(2
)

黄
金

の
蔵
』

(以
下
、
『黄
金
の
蔵
』
と
略
記
)
等
と
並
ん
で
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
前

・
中
期

の
ア
レ
ッ
ポ
史
研
究
に
と

っ
て
重
要
な
史
料
の

一

つ
で
あ
る
。
『黄
金

の
蔵
』
は

一
九
九
六
年

に
校
訂
が
出
版
さ
れ
た
が
、
『選
り
抜
き
の
真
珠
』
は
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
出
版
さ
れ
て
い
な

　
　
　

　
　
　ヨ
　

い
よ
う

で
あ
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(4
)

　
こ
の
た
び
私
は
、
本
書

の
ほ
ぼ
全
体
を
収
め
た
唯

一
の
写
本
と
思
わ
れ
る
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
マ
ー
ト
ン

・
カ
レ
ッ
ジ
図
書
館
所
蔵
写
本

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

(以
下
、
0
写
本
と
略
記
)
と
、
第
三
巻
の
み
で
は
あ
る
が
比
較
的
状
態
が
良

い
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵

の
写
本

(以
下
、
H
写

本
と
略

記
)
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
二
点
に
限

っ
て
も
、
詳
細
な
調
査
結
果
を
報
告
す
る
段
階
ま
で
に
は
至

っ
て
お
ら
ず
、
未
見
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の
写
本

が
数
点
残
さ
れ
て
も

い
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、
0
写
本
に
基
づ
い
た
本
書

の
紹
介
、

つ
ま
り
本
書
全
体
を
見
渡
し
た
う

え
で
の
紹
介

が
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
現
段
階
ま
で
で
知
り
得
た
情
報
を
報
告
す
る

こ
と
に
も
、

=
疋
の

価
値
は
あ
ろ
う
。
以
下
本
稿
で
は
、
本
書

の
著
者
と
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
た
の
ち
、
0
写
本
と
H
写
本
を
中
心
に
、
写
本
に
関
す
る
情
報

を
提
示

し
た
い
。

「
ア
レ
ッ
ポ
史
に
お
け
る
選
り
抜
き
の
真
珠
』

の
概
要

　

　

　

(
一
)

著

者

　

本

書

の
著

者

、

ア

ラ

ー

・
ア

ッ
デ

ィ
ー

ン

・
ア
ブ

i

・
ア

ル

ハ
サ

ン

・
ア

リ

ー

・
プ

ン

・
ム

ハ
ン

マ
ド

、

通

称

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・

ア

ン
ナ

ー

ス
ィ

リ

ー

ヤ

(.≧

91
"
9
=
)
51

諺
び
q

巴

-江
鋤
舞

コ

.≧

同
ぴ
」
≦
忌

効
ヨ

ヨ
⇔
ρ

同び
昌
儲
僧
葛

⇔
剛-Z
鋤
0
寓

賓
僧
)

に
関

し

て

は
、

弟

子

の

一

人

で

あ

る

ス
ィ

ブ

ト

・
イ

ブ

ン

・
ア

ル

ア

ジ

ャ

ミ

ー

の
著

書

『
黄
金

の
蔵

』

に

、

身

近

に

い
た

人

物

な

ら

で

は

の
情

報

が

見

ら

れ

る

が

、

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(6
)

時

代

の
代

表

的

な

伝

記

集

で
あ

る

サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

の

『
ヒ

ジ

ュ
ラ

暦

九

世

紀

の
名

士

た

ち

の
輝

か

し

き

光

』
(
以

下

、
『
輝

か

し

き

光

』
と
略

記

)

に

は

、

よ

り

整

理

さ

れ

た

形

の
伝

記

が
あ

る

。

こ

こ

で

は

、

主

と

し

て
サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

の
記

述

に

拠

り

な

が

ら

、

著

者

の
生

涯

に

つ

い

て
簡

単

に

紹

介

す

る

。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(7
)

　

彼

は

、

七

七

四

(
=

二
七

二
/

七

三

)

年

、

ア

レ

ッ
ポ

に
生

ま

れ

た

。

母

方

の
曾

祖

父

は
、

ア

レ

ッ
ポ

の
カ

ー

デ

ィ

i

(裁

判

官

)

を

務

め

た

フ

ァ

フ

ル

・
ア

ッ
デ

ィ

ー

ン

・
ア
ブ

i

・
ア

ム

ル

・
ウ

ス

マ
ー

ン

(聞
簿
げ
円
簿
7
9

口
諺
び
O
.〉
ヨ
殴
、d
叶
b
P
餌
昌
)

で
あ

る

。

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス
ィ

リ

ー

ヤ

は

、

『
コ
ー

ラ

ン
』

暗

諦

の

ほ

か
、

ハ
デ

ィ

ー

ス
や

シ

ャ
ー

フ

ィ

イ

i

派

法

学

な

ど
、

当

時

の
ウ

ラ

マ
ー

と

し

て
典

型

的

な

学

問

を

ま
ず

故

郷

ア

レ

ッ
ポ

で
修

め

た
。

そ

の
後

、

七

入

五

(
=

二
八

七

/

八

八

)

年

に

父

に

連

れ

ら

れ

て

訪

れ

た

エ

ル
サ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(8
)

レ

ム

で

何

人

か

の
学

者

に

つ

い

て
学

ん

だ

の

を

皮

切

り

に

、

ダ

マ

ス
ク

ス

や

ハ

マ
ー

な

ど

シ
リ

ア
各

地

や

ヵ
イ

ロ
で
学

ん

で

い

る
。



イブン ・ハ ティーブ ・アンナー スィ リーヤ著 『ア レッポ史における選 り抜 きの真珠』65

　

彼

の
師

と

し

て
サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

が

数

多

く

挙

げ

て

い
る

人

物

の
中

に

は
、

サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

の
師

で
も

あ

る

高

名

な

学

者

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

　

　

　

　

　

　

　

(9
)

ル

・
ア

ス

カ

ラ

ー

ニ
ー

の
名

も

見

え

る

。

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ
ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス

ィ

リ

ー

ヤ

は
、

入

○

入

(
一
四

〇

五

/

〇

六

)

年

に

カ

イ

ロ
で

彼

の
著

作

か

ら

数

多

く

ノ

ー

ト

を

取

っ
た

よ

う

で

あ

る
。

ま

た

彼

は
、

『
選

り

抜

き

の

真

珠

』
以

外

に
、

タ

フ

ス
ィ

ー

ル
や

ハ
デ

ィ

ー

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(10
)

関

係

の
著

作

も

数

点

著

し

た

。

　

入

一
六

(
一
四

一
三

/

一
四

)

年

、

彼

は

ア

レ

ッ
ポ

の

カ
ー

デ

ィ

ー

に
就

任

し

、

以

後

、

没

す

る

前

年

に

罷

免

さ

れ

る

ま

で
、

断

続

的

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(11
)

こ

の

職

を

務

め

た

。

そ

の
間

、

ス

ル
タ

ー

ン

・
タ

タ

ル
に

要

請

さ

れ

て

、

ト

リ

ポ

リ

の

カ

ー

デ

ィ

ー

も

務

め

て

い

る
。

ま

た

、

同

じ

頃

、

ア

レ

ッ
ポ

の

ウ

マ
イ

ヤ

・
モ

ス
ク

の

ハ
テ

ィ
ー

ブ

(説

教

師

)

や

イ

マ
ー

ム

(導

師

)

も

務

め

、

さ

ら

に

ア

レ

ッ
ポ

や

た

び

た

び
訪

れ

た

カ

イ

ロ
で
、

ハ
デ

ィ

ー

ス
な

ど

を

講

じ

た

。

八

四

三

(
一
四

四

〇

)

年

に

カ

イ

ロ
か

ら

帰

る

途

中

で
発

病

し

、

ア

レ

ッ
ポ

に
帰

還

し

て
間

も

な

く

、

同

年

十

一

(
四

)

月

に

没

し

た
。

追

悼

礼

拝

が

ウ

マ
イ

ヤ

・
モ

ス

ク

を

は
じ

め

と

す

る

ア

レ

ッ
ポ

市

内

の
複

数

の

モ

ス
ク

で
お

こ

な

わ

れ

た

の

ち
、

市

街

南

部

の

マ
カ

ー

ム
門

外

に

故

入

が

生

前

に

用

意

し

て

い
た

墓

に

埋

葬

さ

れ

た

。

ア

レ

ッ
ポ

の

ナ

ー

イ

ブ

(総

督

)

も

葬

儀

の
列

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(12
)

に
加

わ

り

棺

を

担

い

だ

と

い
う

。

　

　

　

(
二

)　

成

立

時

期

と

内

容

　

イ

ブ

ン

・

ハ
テ

ィ

ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス

ィ

リ

ー

ヤ

は
、

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス
カ

ラ

ー

ニ
ー

が

ア

レ

ッ
ポ

を

訪

れ

た

際

に
、

自

宅

を

宿

と

し

て
提

供

す

る

と

と

も

に
彼

の
授

業

に
出

席

し

て

い
る

。

こ

れ

は

八

三

六

(
一
四

三

三

)
年

の

こ
と

で
、

当

時

イ

ブ

ン
・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・

ア

ン
ナ

ー

ス

ィ

リ

ー

ヤ

は
、

本

書

の
清

書

を

お

こ
な

っ
て

い

る
途

中

で
あ

っ
た

。

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス
カ

ラ

ー

二
ー

は

、

本

書

の
草

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(13
)

稿

と
清

書

を

読

ん

で
、

多

く

の
点

を

補

っ
た

と

い
う

。

こ

の

こ

と

よ

り

、

八

三

六

(
一
四

三

三

)

年

か

ら

著

者

が

没

し

た

八

四

三

(
一
四

四

〇

)

年

ま

で

の

間

に

、

本

書

が

完

成

し

た

こ

と

が

判

る
。

本

書

は
、

著

者

の
最

晩

年

に
完

成

し

た
作

品

と

言

え

よ
う

。
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　ぬ
　

　
さ
て
、
本
書
は
四
巻
か
ら
成
り
、
0
写
本
の
現
存
部
分
で
数
え
る
と
合
計
七
三
三
葉
で
、
地
方
史
と
し
て
は
中
規
模

の
作
品
で
あ
る
。
以

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(16
)

下
、
0
写
本

に
基
づ
い
て
本
書

の
構
成
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
本
書
は
、
序
文

[第

一
巻
、

一
・
裏
ー

二

・
表
」
と
、
そ
れ
に
続
く
地

誌
の
部
分

[第

一
巻
、
二

・
表
ー
十
三

・
表
]
、
そ
し
て
第

一
巻

の
十
三

・
裏
か
ら
第
四
巻
の
末
尾
に
及
ぶ
伝
記
集

の
三
部
分
に
大
き
く
分
け

ら
れ
る
。
多
く
の
地
方
史
と
同
様
、
地
誌

に
比
し
て
伝
記
集

の
分
量
が
圧
倒
的
に
多

い
。

　
序
文

で
は
、
地
方
史
の
常
と
し
て
、
神

へ
の
讃
辞
に
続

い
て
ア
レ
ッ
ポ
の
美
点
が
簡
潔
に
綴
ら
れ
て
い
る
。

つ
い
で
、
カ
マ
ー
ル

・
ア
ッ

デ
ィ
ー

ン

・
イ
ブ

ン

・
ア
ル
ア
デ
ィ
ー

ム
が
、
約
四
十
巻
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
規
模

の
ア
レ
ッ
ポ
地
方
史
で
あ
る

『
ア
レ
ッ
ポ
史

の

　
(17
)

探
究
』

を
編
纂
し
た
も
の
の
、
清
書
を
完
成
す
る
こ
と
な
く
没
し
て
し
ま

っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
簡
潔
な
続
編
を
著
す

つ
も
り
で
あ

る
と
、
本
書

の
執
筆
目
的
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。

　
続

い
て
著
者
は
、
本
書
の
内
容
を
説
明
し
て
い
る
。
ま
ず
地
誌
部
分

の
章
題
を
挙
げ
た
あ
と
、
伝
記
集

の
部
分
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
伝
記
集
に
収
録
し
た
の
は
、
ア
レ
ッ
ポ
ま
た
は
周
辺
地
域
の
出
身
か
ま
た
は
他
所
か
ら
当
地
に
到
来

し
た
学
者
や
敬
慶
な

人
々
、
詩
人
な
ど
と
、
当
地
を
支
配
し
た
ス
ル
タ
ー
ン
や
ナ
ー
イ
ブ
、
カ
ー
デ
ィ
ー
達
な
ど
で
、
時
期
区
分
に
関
し
て
は
、
フ
ラ
グ
が
ア

レ

ッ
ポ
を
征
服
し
た
六
五
入

(
一
二
六
〇
)
年
以
降
に
没
し
た
人
物
を
対
象
と
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
伝
記
項
目
は
イ

ス
ム

(フ
ァ
ー
ス
ト
ネ

ー
ム
)
順
に
配
列
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
序
文
の
最
後
に
本
書

の
書
名
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(18
)

　
続
く
地
誌
の
部
分

の
最
初
は
、
「第

一
章
　
ア
レ
ッ
ポ
と
そ
の
名
、
建
設
者
、
美
称
」
で
、
ア
レ
ッ
ポ

の
ア
ラ
ビ
ア
語

名

ハ
ラ
ブ
や
ギ
リ
シ

ア
語
名

ベ
ロ
エ
ア
な
ど
の
由
来
や
、
そ
れ
ら
に
関
わ
り

の
あ
る
都
市
建
設
者
、
支
配
者
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
第
二
章
　
境
界
と
諸

　
　む
　

地
区
」

で
は
、
イ

ス
ラ
ー
ム
勢
力
下
に
入

っ
て
か
ら
の
シ
リ
ア
の
地
域
区
分
に
基
づ
い
て
、
ア
レ
ッ
ポ
地
方
の
範
囲

の
変
遷
が
説
明
さ
れ
て

い
る
。
章
題
か
ら
は
ア
レ
ッ
ポ
地
方
内
部

の
地
名
に

つ
い
て
の
説
明
も
期
待
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
幾

つ
か
の
地
名
が
挙
げ
ら
れ
る

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20
)

の
み
で
あ
る
。
「第
三
章
　
美
点
と
特
徴
」
で
は
、
ア
レ
ッ
ポ

の
美
点
に
言
及
し
た

ハ
デ
ィ
ー

ス
が
示
さ
れ
た
の
ち
、
市

壁
、
内
城
、
市
門
な
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(21
)

ど
が
描
写
さ
れ
、
テ
ィ
ム
ー

ル
に
よ
る
破
壊

(
一
四
〇
〇
年
)
と
そ

の
後
の
修
復
に

つ
い
て
も
説
明
さ
れ
る
。
「第
四
章

　
征
服
」
に
は
、
イ

ス
ラ
ー

ム
勢
力
に
よ
る
ア
レ
ッ
ポ
征
服

の
経
緯
が
簡
潔
に
記
さ
れ
て
い
る
。
最
後

の

「第
五
章
　
河
川
、
水
路
、
用
水

、
遺
跡
・参
詣
場
所

・

　
　
　
　
　
　
　
(22
)

廟

・
礼
拝
所
の
扱

い
」
で
は
、
ま
ず
ア
レ
ッ
ポ
の
水
源
と
な

っ
て
い
る
河
川
や
泉
と
、
そ
こ
か
ら
市
街

へ
と
引
か
れ
て
く
る
人
工
水
路
に
つ

い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
る
。
後
半
に
は
、

ム
ス
リ

ム
が
祈
願
や
礼
拝
の
た
め
に
訪
れ
る
主
な
墓
廟
や
モ
ス
ク
な
ど
の
説
明
が
見
ら
れ
る
。

　
以
上

の
地
誌
の
部
分
は
、
第
三
章
と
第
五
章
に
著
者

の
同
時
代
に
関
す
る
情
報
が
幾

つ
か
見
ら
れ
る
他
は
、
主
と
し

て

『
ア
レ
ッ
ポ
史

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23
)

探
究
』

の
第

一
巻
や
イ
ブ

ン

・
シ
ャ
ッ
ダ
ー
ド
の
ア
レ
ッ
ポ
地
誌
に
収
め
ら
れ
た
情
報
か
ら

の
抜
粋
で
あ
る
。

　
次
に
、
伝
記
集
の
部
分
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。
序
文
で
述

べ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
イ

ス
ム
順
に
伝
記

が
並
ん
で

い
る
。
第

一
巻
は
、

イ
ブ
ラ
ー

ヒ
:

ム

(Hσ
愚
冨
ヨ
)
と

い
う
イ

ス
ム
を
持

つ
人
物
か
ら
サ
ー
ビ
ト

(月
倒甑
叶)
ま
で
、
四
二
七
項
目

の
伝
記

が
収
め
ら
れ
て
い

る
。
以
下
、
第
二
巻
に
は
ジ
ャ
ー
ビ
ル

(O
倒
び
貯
)
か
ら
ア
ブ
ド

・
ア
ル
カ
ー
ヒ
ル

(.諺
σ
α
巴
わ
鋤
ぼ
「)
ま
で
の
三
八
三
項
目
、
第
三
巻
に

は
ア
ブ
ド

・
ア
ル
カ
ー

フ
ィ
ー

(.諺
σ
自
9
一-閑(
倒
笥
)
か
ら
ム
ハ
ン
マ
ド

(竃
二
9

§
ヨ
巴

)
の
途
中
ま
で
の
三
入
九
項
目
、
第
四
巻
に
は
、
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24
)

ハ
ン
マ
ド

の
途
中
か
ら

ユ
ー
ヌ
ス

(網
O
昌
⊆
ω
)
ま
で
の
イ
ス
ム
を
持

つ
人
名
に
、
ア
ブ
ー

・
ヤ
ズ
ィ
ー
ド

(〉
げ
q
磯
鋤
風
血
)
の

一
項
目
を
加

え
た
四
三
九
項
目
の
伝
記
が
あ
る
。
四
巻
を
合
わ
せ
る
と

一
六
三
入
項
目
に
達
す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
、

0
写
本
に
は
書
写
の

誤
り
と
見
ら
れ
る
欠
落
が
散
見
さ
れ
、
第
三
巻
だ
け
を
と

っ
て
も
、
少
な
く
と
も
二

一
項
目
が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
全
体
に

渡

っ
て
調
査
を
進
め
れ
ば
、
あ
と
数
十
項
目
が
追
加
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

　
伝
記

集
に
収
め
ら
れ
た
人
物
は
、
お
お
む
ね
著
者

が
序
文
で
述
べ
た
基
準
に
沿

っ
て
選
択
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『ア
レ
ッ
ポ
史
の
探

究
』
に
比
べ
る
と
、
ス
ル
タ
ー

ン
と
ナ
ー
イ
ブ
を
筆
頭
に
、
為
政
者
や
有
力
行
政
官

の
伝
記
が
目
に

つ
く
。
各
項
目
内

の
情
報
と
し
て
は
、

氏
名
、

生
没
情
報
に
加
え
、
ウ
ラ
マ
ー
の
場
合
は
師
弟
関
係
を
含
む
学
歴
な
ど
が
、

マ
ム
ル
ー
ク
軍
人
の
場
合
は
主
人

へ
の
言
及
や
職
歴
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25
)

ど
が
見
ら
れ
る
。
本
書
の
伝
記
部
分
は
、
前
近
代
ア
ラ
ビ
ア
語
伝
記
集

の
標
準
的
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
と
言
え
る
。
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地

誌

と

イ

ス

ム
順

の
伝

記

集

か
ら

な

る

本

書

は

、

形

式

面

に

お

い
て

も

イ

ブ

ン

・
ア

ル
ア

デ

ィ
ー

ム

の

『
ア

レ

ッ
ポ

史

の
探

究

』

に

倣

っ

た

著

作

で

あ

る
。

ま

た

、

後

世

の

郷

土

史

家

達

に

よ

っ
て

本

書

の
続

編

や

要

約

版

と

銘

打

っ
た

作

品

が

編

ま

れ

て

い

っ
た
。

こ

の
よ

う

に

、

連

綿

と
続

く

ア

レ

ッ
ポ

地

方

史

叙

述

の
伝

統

の
中

に
本

書

が

位

置

づ

け

ら

れ

る

こ
と

は
、

著

者

本

人
も

序

文

で

述

べ

て

い
る

こ
と

で
あ

り

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(26
)

つ
と

に
指

摘

さ

れ

て

い

る

こ
と

で
も

あ

る

。

し

か

し

、

同

時

代

の
歴

史

家

と

の
関

係

に
も

注

意

を

向

け

て

お
く

必

要

が
あ

る

。

な

か

で

も

重

要

な

の

が

、

先

に

触

れ

た
イ

ブ

ン

・

ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス
カ

ラ

ー

二
i

と

そ

の
弟

子

で
あ

る

サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

と

の
関

係

で
あ

ろ
う

。

　

先

に
述

べ
た

よ

う

に

、

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ
ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス

ィ

リ

ー

ヤ

は
、

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス

カ

ラ

ー

二
i

か

ら

多

く

を

学

ん

だ

だ
け

で

な

く

、

本

書

の
執

筆

に
際

し

て
草

稿

や

清

書

に

目

を

通

し

て

も

ら

っ

て

い

る
。

し

か

し

逆

に

、

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス
カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(27
)

ラ

ー

ニ
ー

は

、

こ

の
機

会

に

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス

ィ

リ

ー

ヤ

に
聞

く

と

こ

ろ

が
あ

っ
た

と

述

べ

て

お

り

、

互

い

に
情

報

を

交

換

し

て

い
た

よ

う

で
あ

る
。

事

実

、

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス

カ

ラ

ー

二
i

の
著

作

に

は

、

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス
ィ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(28
)

リ

ー

ヤ
を

情

報

源

と

す

る

記

述

が
見

ら

れ

る

。

こ

の
よ

う

に

、

両

者

は

相

互

に
影

響

を

与

え

合

う

関

係

で
あ

っ
た

と

言

え

る
。

さ

ら

に
、

イ

ブ

ン

・
ハ
ジ

ャ

ル

・
ア

ス

カ

ラ

ー

ニ
ー

の
弟

子

サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

も

本

書

を

精

読

し

た

と

述

べ

て

お

り

、

本

書

は
彼

が

著

し

た

『
輝

か

し

き

光

』

　

　

　

　

　

　

　

　

　
(29
)

の
情

報

源

の

一
つ

で
あ

る

。

こ

の
二

人

を

含

め

、

同

時

代

な

い
し

は

そ

れ

に

近

い
時

代

の
歴

史

家

達

と
イ

ブ

ン

・

ハ
テ

ィ
ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

ス
ィ

リ

ー

ヤ

と

の
相

互

関

係

を

明

ら

か

に

し

て

い
く

こ
と

も

今

後

の
課

題

で
あ

ろ
う

。

二
　
写

本

　
　
　
(
一
)

概
要

　
本
書

の
写
本

に
関
す
る
ま
と
ま

っ
た
紹
介
は
、
ア
レ
ッ
ポ

の
歴
史
家
タ
ッ
バ
ー

フ
が
二
十
世
紀
初
頭
に
著
し
た

『ア

レ
ッ
ポ
史
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(30
)

貴
顕
達

の
情
報
』
(以
下
、
『貴
顕
達

の
情
報
』
と
略
記
)
の
序
文
に
見
ら
れ
る
。
彼
は
こ
の
書
を
著
す
に
あ
た

っ
て
、

当
時
ア
レ
ッ
ポ
の
ア
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(31
)

フ
マ
デ

ィ
ー
ヤ
学
院

(箪

ζ
巴
錘
ω四
巴
5
廿
日
餌
身

曽
)
の
蔵
書

で
あ

っ
た
ダ

マ
ス
ク
ス
写
本
に
加
え
て
、

パ
リ
の
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
所

蔵

本

(H

写

本

)

の
写

真

を

フ

ラ

ン

ス
の

イ

ス
ラ

ー

ム
学

者

マ

ス

ィ

ニ

ョ

ン

(い
o
巳
ω

]≦
鋤
ω
ω
同ひq
8

ロ
)

を

通

じ

て

入

手

し

利

用

し

た

。

さ

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(32
)　
　
　
　
　
(33
)　
　
　
　
　
　
　
(34
)

に
、

直

接

利

用

し

た

か

ど

う

か

は

不

明

で
あ

る

が

、

ベ

ル
リ

ン
、

ゴ

ー

タ
、

ロ
ン

ド

ン

に
あ

る
各

一
点

と

、

イ

ス

タ

ン
ブ

ル

に
あ

る

二

点

の

　
(35
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36
)

写

本

に

も

言

及

し

て

い

る

。

　

『
黄

金

の
蔵

』

の
校

訂
者

に
よ

る

序

論

に

お

い

て
も

本

書

が

紹

介

さ

れ

て

お

り

、

そ

の
中

で
写

本

に
も

触

れ

ら

れ

て

い
る

。

そ

こ

に

は
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(37
)

タ

ッ
バ

ー

フ

の
書

に
見

え

る

七

点

に

加

え

て
、

イ

ラ

ク

の

モ
ー

ス

ル

に
あ

る

と

い
う

写

本

一
点

が
挙

げ

ら

れ

て

い

る
。

な

お

、

プ

ロ

ッ

ケ

ル

マ

ン

の
ア

ラ

ビ

ア

語

書

誌

に

は

、

上

記

の

ベ

ル
リ

ン
、

ゴ

ー

タ

、

ロ
ン
ド

ン

の
三

写

本

の
他

に
、

コ
ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン

に

も

一
点

存

在

す

る

こ

と

が

示

さ

れ

て

い
る

が
、

写

本

目

録

に

示

さ

れ

て

い

る
各

章

題

を

見

る

限

り

、

こ

の
写

本

は

、

し

ば

し

ば

本

書

と

混

同

さ

れ

る

イ

ブ

ン

・
ア

　

　

　

　

　

　

　

　

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(38
)

ッ
シ

フ
ナ

(Hσ
コ

四
一-ω
団げ
昌
四
)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
の

ア

レ

ッ
ポ

地

誌

で
あ

る

。

　

以

上

の
三

者

が

触

れ

て

い
な

い
0
写

本

に

つ

い

て
言

及

し

た

の

は

、

フ

ラ

ン

ツ

・
ロ
ー

ゼ

ン
タ

ー

ル

で
あ

る

。

彼

は
、

サ

ハ
ー

ウ

ィ

ー

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(39
)

『
歴

史

家

を

非

難

す

る
者

に

対

す

る
批

判

の
表

明

』

の
英

訳

注

の
中

で
、

0
写

本

を

紹

介

し

て

い
る
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(40
)

　

さ

ら

に

、

パ

リ

の

フ

ラ

ン

ス
国

立

図
書

館

に
も

う

一
点

、

本

書

と

思

わ

れ

る

写

本

(
麗

写

本

)

が

蔵

さ

れ

て

い
る

。

第

一
葉

・
表

に
、

こ

の
写

本

が

イ

ブ

ン

・
ア

ル

ア

デ

ィ

ー

ム

の
ア

レ

ッ
ポ

史

(↓
91
『忌

=

巴
鋤
ぴ
)

で
あ

る

と

い
う

旨

の
書

き

込

み

が
あ

る

が
、

実

際

の
内

容

は
本

書

の
第

一

・
二

巻

に

相

当

す

る

よ

う

で

あ

る

。

　

以

上

の
十

点

が
、

今

ま

で

の
と

こ

ろ
知

ら

れ

て

い
る

本

書

の
写

本

と

い
う

こ

と

に

な

る
。

以

下

で

は
、

こ
れ

ら

の
諸

写

本

の
う

ち

、

全

巻

が

揃

っ
て

い
る

0

写

本

と

、

0

写

本

と
対

校

す

べ

き

写

本

の

一
つ
で
あ

る

R

写

本

に

つ

い
て

、

少

し

詳

し

く

見

て

い
く

こ

と

に

す

る

。

(
一
一
)
　

0

写

本
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0

写

本

は

四

巻

か

ら

成

り

、

各

巻

末

に
書

写

終

了

日

付

と
場

所

が

記

さ

れ

て

い
る
。

そ

れ

に

よ

る

と
、

第

一
巻

が

入

七

六

年

二
月

二

九

日

(
一
四

七

一
年

八

月

十

六

日

)
、

第

二
巻

が

同

年

五

月

十

日

(同

年

十

月

二

四

日

)
、

第

三

巻

が

同

年

七

月

二

二

日

(
一
四

七

二

年

一
月

四

日
)
、

第

四

巻

が

同

年

八

月

十

二

日

(同

年

一
月

二

一二
日

)
に

、

い
ず

れ

も

メ

ッ
カ

で
書

き

写

さ

れ

て

い

る
。

著

者

が
没

し

て

か

ら

三

十

年

余

り

の

ち

に

写

さ

れ

た

、

比

較

的

古

い
写

本

で
あ

る

と

言

え

る

。

書

写

生

の
氏

名

は

不

明

で
あ

る
。

　

各

巻

の
扉

や

第

一
葉

表

に

は

、

歴

代

所

有

者

の
書

き

込

み

が
見

ら

れ

る
。

読

み
取

れ

る

範

囲

で

入

手

時

期

と

所

有

者

名

を

挙

げ

る

と

次

の

よ

う

に

な

る
。

最

も

古

い
書

き

込

み

は

、

イ

ブ

ラ

ー

ヒ

ー

ム

・
プ

ン

・
ア

フ

マ
ド

・
プ

ン

・
ム

ハ
ン

マ
ド

・
イ

ブ

ン

・
ア

ル

ム

ッ
ラ

i

・
ハ

ラ

ビ

ー

の
も

の

で

、

一
〇

二

六

年

一
月

下

旬

(
一
六

一
七

年

一
月

下
旬

)

と

い
う

日
付

が

あ

る
。

こ

の
人

物

は

、

本

書

の
要

約

版

を

著

し

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(41
)

イ

ブ

ン

・
ア

ル

ム

ッ

ラ

ー

父

子

の

子

孫

で

一
〇

三

〇

(
一
六

二

一
)

年

以

降

に

没

し

た

ア

レ

ッ
ポ

の
詩

人

と
思

わ

れ

る
。

つ

い

で

こ

の
写

本

は
、

一
〇

三

二

年

四

月

(
一
六

二

三

年

二

月

)

に

、

ヒ

ジ

ャ
ー

ズ

ィ

ー

・
プ

ン

・
ウ

マ

ル

・
プ

ン

・
ム

ハ

ン

マ
ド

な

る

人
物

の
も

の

と

な

っ

(42
)

た

。

そ

し

て

そ

の

三

十

年

後

の

一
〇

六

二

年

九

月

(
一
六

五

二

年

八

/

九

月

)

に

は

、

ア

ブ

i

・
ア

ル
ワ

フ

ァ

ー

・
プ

ン

・
ウ

マ
ル

・
ア

ル

デ

ィ

ー

・
シ

ャ
ー

フ

ィ
イ

ー

が

手

に

入

れ

て

い
る

。

こ

の
人

物

は
、

お

そ

ら

く

ア

レ

ッ
ポ

の

シ

ャ

ー

フ

ィ
イ

i

派

の

ム

フ

テ

ィ

ー

と

ウ

マ
イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(43
)

ヤ

・
モ

ス
ク

の

ワ

ー

イ

ズ

(
訓

戒

師

)

を

務

め

た

人

物

で

あ

る

。

さ

ら

に

二
十

年

後

の

一
〇

八

二

(
一
六

七

一
/

七

二

)

年

に

は

、

シ

ャ
イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(44
)

フ

・
ム

ハ
ン

マ
ド

な

る

人

物

の
手

に

渡

っ
た

。

以

上

が
、

ア

ラ

ビ

ア

文

字

で
書

か

れ

た
書

き

込

み

の
う

ち

判

読

し

得

た
も

の

で

あ

る

が
、

こ

れ

ら

の
他

に

、

端

が

欠

け

て

い
た

り

塗

り

つ
ぶ

さ

れ

て

い
た

り

し

て
判

読

し

が

た

い
書

き

込

み

が
幾

つ
か

あ

る
。

　

各

巻

の

扉

に

は
、

オ

ク

ス

フ

ォ
ー

ド

大

学

マ
ー

ト

ン

・
カ

レ

ッ
ジ

の
蔵

書

で
あ

る

旨

が

ラ

テ

ン
語

で

記

さ

れ

て

い
る

。

そ

れ

に

よ

る

と
、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(45
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(46
)

こ

の
写

本

は

一
六

七

三

年

四

月

三

十

日

に

ロ
ベ

ル
ト

ゥ

ス

・
ハ
ン

テ

ィ

ン
ト

ン
な

る

人

物

が

寄

贈

し

た

も

の

で
あ

る

。

以

上

の
書

き

込

み

か

ら

、

こ

の
四

冊

の
写

本

が
、

十

七

世

紀

の
間

に

ア

レ

ッ
ポ

人

の
間

を

転

々
と

し

た

あ

と

、

世

紀

後

半

に

は

イ

ギ

リ

ス

に
渡

っ
て

い

っ
た

こ

と

が

判

る
。
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表　 O写 本第三巻の伝記項 目欠落状況

No.

1

2

3

4

5

0

7

0

9

10

11

12

13

14

15

16

17

m

19

20

21

0写 本

7b

46a

59　b

59　b

59　b

59　b

64a

64　a

66　a

71　a-b

99b

102　a

103　b

109　b

122　b

122　b

136　a

159　b

160　a

163　b

163　b

欠落状況

項 目`Abd　 al-Latif　 b.　Muhammad_の2行 目 ま で と、

項 目`Abd　 a1-Latif　 b.　Nasr...の 後 半 が 接 合 。

項 目`Ali　 b.Sulayman　 b.`Ali　 b.Muhammad　 b.

Hasan_が 欠 落 。

項 目`Ali　 b.　Muhammad　 b.　Ahmad　 b.`Ali　 al-Hasani...

の 末 尾 か ら2行 目 ま で と、 項 目`Ali　 b.Muhammad　 b.

Sulayman_の 末 尾 が 接 合 。

項 目`Ali　 b.　Muhammad　 b.　Ahmad　 b.　Muhammad_が

欠 落 。

項 目`Ali　 b.　Muhammad　 b.　Ahmad　 b.　Munawwar_が

欠 落 。

項 目`Ali　 b.　Muhammad　 b.　Abi　 Bakr　 b.　Murir_が 欠 落 。

項 目`Ali　 b.　MamdOd　 b.6ami`al-Zahid_が 欠 落 。

項 目`Ali　 b.　Muhammad　 b.　Nasr　 Allah_の 末 尾 か ら3

行 目 ま で と 、 項 目`Ali　 b.　Muhammad　 a1-Halabi`Ala'

al-Din_の 末 尾 が 接 合 。

項 目`Ali　 b.　Mahmud　 b.`Ali　 b.　Mahmud　 Abu　 al-Hasan
`Ala'al -Din ...が 欠 落 。

項 目`Umar　 b.　lbrahim　 b.　Salim_が 欠 落 。

項 目`Umarsah　 al-Rukni...が 欠 落 。

項 目`lsa　 al-Mu`azzamが 欠 落 。

　 　 0

項 目Gazi　 b.　Qara　 Arslan　 b.　Artuq_が 欠 落 。

項 目al-Qasim　 b.　Abi　 Bakr　 Qasim_が 欠 落 。

項 目Kay　 Qubad　 Sultan　 a1-Rum...が 欠 落 。

項 目Kay　 Kawus　 b.　Kay　 Husraw...が 欠 落 。

項 目Muhammad　 b.　Ahmad　 b.`Abbas_が 欠 落 。　 　 　 　 ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

項 目Muhammad　 b.　Baktun　 a1-Zahiri_が 欠 落 。

項 目Muhammad　 b.　Baylik　 al-Sarawi...が 欠 落 。

項 目Muhammad　 b.　Abi　 Bakr`Ali　 b.　Hudayta(a)_が

欠 落 。

項 目Muhammad　 b.　Abi　 Bakr　 Muhammad　 b.　Ahmad

b.　Muhammad_が 欠 落 。

P1写 本

7　b-8　 a

34　b

48b-49b

48b-49a

49　a

49a

54　a

54　b

56　b

62　a

90b

93　a

94　b-95　 a

101　a

113b

113　b

127　b

141　b-142　 a

142　b

146　a-b

146　b

※写本葉数表示のaとbは 、それぞれ表と裏を示す。
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本
写
本
は
、
第

一
巻
が
二

一
一
葉
、
第
二
巻
が

一
七
九
葉
、
第
三
巻
が

一
六
六
葉
、
第
四
巻
が

一
七
七
葉
あ
る
。
写
真
で
見
る
限
り
保
存

状
態
は
総
じ
て
悪
く
は
な
い
が
、
汚
れ
や
染

み
、
欠
損
な
ど
が
部
分
的
に
見
ら
れ
る
。
特
に
第
四
巻
は
状
態
が
あ
ま
り
良
く
な
く
、
末
尾
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
(47
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(48
)

近
に
若
干
の
欠
落
が
あ
り
、
ま
た
汚
れ
や
葉

の
欠
損
に
よ

っ
て
判
読
し
難

い
部
分
が

一
割
程
度
あ
る
。
全
巻
を
通
し
て
同

一
の
筆
跡
で
、
独

特

の
書
体
で
書
か
れ
て
い
る
。
敢
え
て
分
類
す
る
な
ら
ば
ナ

ス
フ
書
体
と
な
る
で
あ
ろ
う

が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
か
な
り
読
み
づ
ら
い
筆
跡
で

あ
る
。

一
葉

の
行
数
は
、
二
五
行

で
あ
る
。

　
各
巻

の
構
成
に

つ
い
て
は
、
本
書

の
内
容
紹
介
と
し
て
既
に
述

べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
管
見
の
限
り
、
本
書
の
全
四
巻
が
揃

っ
て
い

る
の
は
、
こ
の
0
写
本
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
現
存
す
る
中

で
は
非
常
に
重
要
な
写
本
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
上
記

の
よ
う
な
物
理
的

損
傷
だ
け
で
な
く
、
書
写
時

の
遺
漏
も
か
な
り
見
ら
れ
る
。
第
三
巻
だ
け
が
残

っ
て
い
る
H
写
本
と
0
写
本
第
三
巻
の
伝
記
項
目
を
比
較
す

る
と
、
表
に
ま
と
め
た
よ
う
に
後
者
に
は
二

一
項
目
の
欠
落
が
見

つ
か

っ
た
。
他
の
巻
に
つ
い
て
も
同
様
の
欠
落

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
0

写
本
の
価
値
を
定
め
る
た
め
に
も
、
他

の
写
本
と
の
校
合
調
査
を
さ
ら
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　

(
三
)　

円
写
本

　
H
写
本
は
、
本
書
第
三
巻
に
相
当
す
る

一
冊

の
み
で
、

一
五
〇
葉
か
ら
成
る
。
流
麗
で
は
な
い
が
読
み
や
す

い
ナ
ス
フ
書
体
で
記
さ
れ
て

い
る
。

一
葉
の
行
数
は
二
六
行
前
後
。
現
存
部
分
に
は
汚
れ
や
染
み
は
少
な

い
が
、
違
う
筆
跡
で
写
さ
れ
た
葉
に
差
し
替
え
ら
れ
て
い
る
箇

　
　
　
(49
)

所
が
あ

る
。

　
書
写

に
関
す
る
情
報
は
写
本
自
体
に
は
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
タ

ッ
バ
ー
フ
は
著
者
の
自
筆
本
で
あ
ろ
う
と
推
定
し

て
い
る
。
し
か
し
そ

の
根
拠

は
示
さ
れ
て
い
な

い
。

こ
の
写
本
に
は
、
項
目
と
項
目

の
間
に
大
き
な
空
白
が
取
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
数
多
く
あ
る
。

こ
れ
ら
の
空

白
は
、
後
に
項
目
を
追
加
す
る
か
修
正
点
を
記
入
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
タ

ッ
バ
ー

フ
が
R
写
本

を
著
者
自
筆
本
と
推
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定

し

た

理

由

は
、

こ

の
よ

う

な

痔

徴

に

あ

る

の
か

も

し

れ

な

い
。

し

か

し

も

う

少

し

詳

し

く

検

討

し

て

み

る
必

要

が

あ

ろ
う

。

こ

こ

で

は

、

0

写

本

と

の
比

較

か

ら

こ

の
問

題

を

考

え

て

み

る

。

　

先

に
述

べ
た

と

お

り

、

H

写

本

に

は
存

在

す

る

が

0

写

本

の
第

三

巻

で

は
欠

落

し

て

い
る

伝

記

は

二

一
項

目

に

及

ぶ

が

、

逆

に
0

写

本

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　

存

在

す

る

伝

記

項

目

で
R

写

本

に
お

い
て

欠

落

し

て

い

る
も

の
は

、

後

に
差

し

替

え

ら

れ

た

第

十

一
葉

・
裏

に

入

る

べ
き

項

目

を

除

け

ば

、

　

　

　

　

　

　

　
　み
　

一
項

目

の

み

で
あ

る

。

前

者

の
欠

落

は
、

差

し

替

え

時

に

既

に

こ

の
部

分

が
失

わ

れ

て

い
た

か

、

差

し

替

え

た
書

写

生

が
書

き

落

と
し

た

も

の
と

思

わ

れ

る

。

　

以

上

の

箇

所

以

外

に

見

ら

れ

る

H

写

本

の
欠

落

は

、

細

か

い
も

の

ば

か

り

で
あ

る

。

た

と

え

ば

0
写

本

で

は

ウ

ス

マ
ー

ン

・
プ

ン

・
ア

ビ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　ヨ

i

・
ア

ル
ワ

フ

ァ
ー

…

(.d
けヨ

習

び
じ
〉
寓

巴
-零

織

鋤
、…
)

の
項

目

末

尾

に

あ

る

没

年

な

ど

を

記

し

た

部

分

が

、

町

写

本

で

は
欠

け

て

い

る
。

ま

た

、

ウ

マ

ル

・
プ

ン

・
ハ
ー

ッ

ジ
ー

…

(.d
「ヨ

9
目
び
゜
掴
鋤
瞭
鰹
…
)

の
生

年

が
書

か

れ

る

べ

き

箇

所

が
、

H

写

本

で

は

数

文

字

分

空

白

に

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　お
　

っ

て

い

る

が

、

0

写

本

で

は
補

わ

れ

て

い
る

。

　

さ

ら

に
、

n

写

本

に

は

項

目

の
順

序

の
乱

れ

が

少

な

く

と

も

二

箇

所

見

ら

れ
、

い
ず

れ

も

0

写

本

で

は

修

正

さ

れ

て

い

る
。

す

な

わ

ち
、

町
写

本

で

は

ウ

マ

ル
・
プ

ン

・
マ

ス
ウ

ー

ド

…

(.d
ヨ

9
『
げ
」
≦
O
ω
.口
山
…
)
の
項

目

が

ウ

マ

ル

・プ

ン

・
マ

フ

ム
ー

ド

…

(.¢
ヨ

霞

び
゜
]≦
蝉
ザ
B
q
α
°゚.)

の
前

に
あ

っ
て

、

名

前

の

ア

ル

フ

ァ

ベ

ッ
ト

で
考

え

る

と

順

序

が

逆

に

な

っ
て
し

ま

っ
て

い
る

が

、

0
写

本

で

は
両

者

が
入

れ

替

え

ら

れ

ア

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(54
)

ル

フ

ァ

ベ

ッ
ト

順

に
並

べ
ら

れ

て

い

る
。

も

う

一
箇

所

の
例

は

、

ア

ブ

ド

・
ア

ル

カ

ー

フ

ィ
i

・
プ

ン

・
ム

ハ

ン

マ
ド

…

(、〉
σ
血
巴
・内
91
笥
σ
゜

竃

二
冨

ヨ

ヨ
巴

…
)

の
項

目

と

ア
ブ

ド

・
ア

ル

カ

リ

ー

ム

・
プ

ン

・
ア

フ

マ
ド

…

(.〉
び
幽
9
一匿訳
鋤
H回
旨
ρ
び
゜
〉
】ρ
ご
P
鋤
色
:
)

の
項

目

で
、

H

写

本

で

は

こ

の
二

項

目

が

逆

順

に

配

列

さ

れ

て

い

る

。

た

だ

し

、

こ

れ

は

後

に
差

し

替

え

ら

れ

た

部

分

な

の

で
、

差

し

替

え

時

に
生

じ

た

誤

り

と

い

　

　

　

　

　

　
　あ
　

う

可

能

性

も

あ

る

。

　

以

上

の
検

討

よ

り

、

後

に
差

し

替

え

ら

れ

た

部

分

を

除

け

ば
、

0

写

本

と

比

較

し

て

H

写

本

に

は

項

目

の
欠

落

が

ほ

と

ん

ど

認

め

ら

れ

な
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い

一
方

で
、
項
目

の
誤
配
列
や
生
没
情
報
の
記
入
漏
れ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
特
徴
と
、
項
目
間
に
取
ら
れ
た
空
白
の
存
在
は
、

こ
の
H
写
本
が
、
著
者
に
よ
る
下
書
き
と
関
係

の
深
い
写
本

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
空
白
部
分
の
配
置
を
含

め
て
下
書
き
か
ら
作
ら
れ
た
写
し
か
、
タ
ッ
バ
ー

フ
が
言
う
よ
う

に
、
著
者
自
身

の
手
に
よ
る
下
書
き
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
H
写
本
は
、
0
写
本
第
三
巻
を
利
用
す
る
際

に
対
校
す
べ
き
重
要
な
写
本

で
あ
る
と
言
え
る
。

お

わ

り

に

　
校
訂
本
が
出
版
さ
れ
て
い
な
い
現
時
点
で

『選
り
抜
き
の
真
珠
』
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
写
本
を
用
い
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
際
、

ど
の
写
本
を
底
本
に
す
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、
今
の
と
こ
ろ
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
本
稿

で
の
検
討
か
ら
、
0
写
本
は
全
四
巻
が
揃

っ
て
い
る
も
の
の
欠
落

・
欠
損

の
か
な
り
あ
る
写
本

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
0
写
本
を
底
本

と
す

べ
き
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
に
よ

っ
て
は
、
巻
毎
に
異
な
る
写
本
を
底
本

に
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
第
四
巻
は
0
写
本
に
の
み
現
存
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
保
存
状
態

の
良
く
な

い
第
四
巻

の
欠
落
部
を
復
元
す
る
た
め
に
は
、
他
の
史
料
を
博
捜
し
て
、
本
書
か
ら
引
用
さ
れ
た
部
分
を
抽

出
す
る
作
業
も
必
要

に
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
困
難
な
作
業
が
予
想
さ
れ
る
が
、
現
在
シ
リ
ア
で
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
校
訂
作
業
が
実
を
結
ぶ
こ
と
を
期
待

し
た
い
。

(付
記
)
本
稿
は
、
平
成
十
五
年
度
稲
盛
財
団
研
究
助
成
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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註(
1
)
　

.≧

則
げ
゜
ζ
忌

①
ヨ
ヨ
巴

Hぎ

O
①
警

巴
-Z
習

ヨ

賓
P

ミ
ー寒

ミ

ミ

§
ミ
ミ
ミ
魯
§

醤

ミ
愚

嘗

ミ
ひ
゜

(2
)
　

諺
び
ヨ
巴

び
゜
Hげ
鼠

冨
ヨ

ω
ま
二

ぎ

p
一-5

麻
①
ヨ
劉

諮

§
隷

ミ

§

ぎ

呼
醤

尉
忌

津

ミ
墜

国
ρ

び
矯

鐙

≦
9
1
鐙

.け
餌
邑

句
巴
ぎ

巴
-じd
舞

評
O
目
旧

　
　

卜。<
9
ω
4
=
巴
①
び
狐

㊤
㊤
①
゜

著

者

は
、

八
八

四

(
一
四

七
九

)
年

没
。

(3
)　

『黄

金

の
蔵

』
の
校

訂
者

は
、

『
選
り
抜

き

の
真
珠

』
の
校
訂

作
業

が
ア

レ

ッ
ポ

と

ホ

ム
ス

で
進

め

ら
れ

て

い
る
と
述

べ
る
が
、

そ

れ
以

上

　
　

具
体

的
な

情
報

は
記

し

て

い
な

い

[
『
黄
金

の
蔵

』
第

一
巻

、

十
四

頁
]
。

(
4
)

=
σ
茜

蔓

○
{
竃
Φ
辞
8

0
色

①
ひQ
ρ

竃

9
0
0
&

°
9

°
肖
-葦

゜

(
5
)

しU
団げ
ぎ

9
8

器

Z
曽
鉱
。
⇒
巴
①
矯
冨

ω
゜
〉
建
げ
①
N
誌
ρ

(6
)
　

]≦
ロ
廿
P
ヨ
ヨ
鋤
α
.諺
σ
α
巴
-幻
昌

ヨ
鋤
ロ
巴
-ω
呂

鋤
≦
則
博
ミ

句
匙
ミ
、
ミ

ミ
ミ
"
.
勘
も
ミ

ミ
鵡
§
§

黛
㍗
醇

醜

旨
<
9
ω
."
しd
餌
旨

q
戸
戸

9
　
著
者

は
、

　
　

九

〇
二

(
一
四
九
七

)

年
没

。

(7
)
　

ヒ
ジ

ュ
ラ
暦

で
示
さ

れ

る
年
月

日

は
、

そ

の
あ

と

の

(

)

内

に
西
暦

を
添

え

る
。
相

当
す

る
西
暦

が

二

ヶ
月

や

二
年

に
ま

た
が

る
場
合

　
　

な

ど
は
、

/

で
区

切

っ
て
双
方

の
月

や
年
を

示
す

。

ま

た
、

ヒ
ジ

ュ
ラ
暦

の
月

名
も

ム

ハ
ッ
ラ

ム
月
を

一
月

と
し

て
数

字

で
表
記
す

る
。

(8
)　

『
輝

か
し

き
光
』

第

五
巻
、

三

〇
三
-

三

〇

五
頁
。

(
9
)　

〉
げ
ヨ
鋤
α
び
゜
、≧

同
守
昌
缶
9
嚇
霞

巴
㌧
諺
ω
ρ
鋤
団
昌
゜

七

七
三
-

八

五
二

(
=

二
七

ニ
ー

一
四
四
九

)

年
。

(
10
)　

『輝

か
し
き

光
』

五
巻

、

三
〇

六
-

三
〇

七
頁

。

『
黄
金

の
蔵

』
第

二
巻

、

一
五

四
頁

。

(11
)　

m
一-冨

巴
犀

①
一-N
鋤
三
H
↓
讐
費

゜

在
位

八

二
四

(
一
四
一
二

)

年
。

(12
)　

『輝

か

し
き

光
』

第

五
巻
、

三

〇
六
-

三

〇
七

頁
。

『黄

金

の
蔵
』

第

二
巻
、

一
四
七
-

一
四
八

頁
。

(
13
)
　

〉
廿
B
巴

び
゜
.≧

昌
び
目
掴
愚

費

巴
-.諺
ω
ρ
巴
鋤
員

§

ミ

、
ミ
蒔

ミ
§
憶
騨

§

ミ

、
ミ
ー
ご
§
ぶ
<
〇
一Q
押
Φ
9

ξ

冨
=
骨
①
ヨ
ヨ
巴

諺
廿
ヨ
巴

U
魯

ヨ
餌
P

　
　
9

ヨ
器
ρ

お
謬

(〉
=

一
ω
㊤
㊤
)
"
O
°
心
゜

(
14
)　

第

一
巻

が
一
=

一
葉
、

第

二
巻

が

一
七
九
葉

、

第
三

巻

が

一
六
六
葉

、
第

四
巻

が

一
七

七
葉

。

(
15
)　

0
写

本

の
調
査

に
際

し

て
は
、

伊
藤

隆
郎

氏

の
助
力

を
得

た
。

記

し

て
謝
意

を
表
す

。
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(
16
)　

写

本

の
該

当
箇

所
を

示
す

場
合

、

た
と

え
ば

第

一
葉

の
表

は
、

「
一
・
表
」

と

い
う

具
合

に
表

記
す

る
。

(
17
)　

囚
曽
ヨ
巴

巴
-U
冒

.d
日
舞

Hげ
昌
鋤
一㌧
諺
臼
β

昏

讐

ミ

ミ
疎
匙
ミ
ひ
醤

ミ
為
魯
冬

ミ
い
゜

著
者

は
六
六

〇

(
一
二
六

二
)
年

没
。

(18
)　

巴
-欝
ω
H
巴
-9
芝
≦
巴

笥

=
巴
凶
ぴ
≦
曽
餌
ω
ヨ
鋤
、-げ
91
≦
鋤
ヨ
讐

び
き

甲
冨

≦
鋤
巴
8

苧
ず
鋤

[第

一
巻
、

二

・
表
-

三

・
表
]
。

(
19
)　

巴
-富
ω
一
巴
-h
91
昌

爵

岳
犀
『
げ
q
山
O
α
ケ
鋤
≦
帥
鋤
.導
巴
ウ
鋤

[第

一
巻

、

三

・
表
-

三

・
裏

]
。

(
20
)　

巴
-富
・゚
一
巴
-h
91
濠

時

ロ
涛
「
貯
創
;

91
≦
鋤
げ
霧
似
.圃ω
由
鋤

[第

一
巻

、

四

・
表
-

七

・
表
]
。

(21
)

巴
弘
鋤
ω
目
鋤
π

鋤
玄
.
癖

融
警

-げ
鋤

[第

一
巻
、

七

・
表
]
。

(22
)
　

巴
-壁
巴

巴
-σ
鋤
旨
凶ω
断

づ
p
鐸

-げ
鋤
≦
鋤
ρ
=
ロ
受

ウ
倒
≦
曽
R
画
.ウ
鋤
≦
帥
目
儀
讐
β
巴
讐
ウ
倒
目
一昌

巴
-稗

理

≦
鋤
巴
-ヨ
鋤
㎡
σ
箆

芝
鋤
巴
-ヨ
器

鋤
三
山

　
　
≦
鋤
巴
ーヨ
鋤
路
瞥
α

[第

一
巻
、

七

・
表
-

十

三

・
表

]
。

(23
)
　

.HN
N
巴
⇔

冒

Hび
昌
俄
巴

鉱
91
臼

寧

』
§

ミ
膏

ミ

測ミ

醤

駄
簿
㌣
ミ
§
亀
ミ

、
寧

緯

§

ミ
匙
ミ
ー◎
§

囲養

く
〇
一゚
一
も

霞

=

幽

国
α
゜
び
く
U
o
8
巨

ρ
器

　
　
ω
o
貫

α
Φ
ド
U
餌
ヨ
鋤
ρ

一
霧

ω
'

(24
)　

こ

の
人

名

の

み
イ

ス

ム
で
は
な

く

ク

ン
ヤ

(
ア
ブ

i

・
～

11
～

の
父
)

の
形

を

と

っ
て

い
る
。

伝
記

の
主

は
オ

ス

マ
ン
朝

君
・王
バ
ヤ
ズ

ィ

　
　
ト

一
世

で
あ

り
、

ア
ブ

ー

・
ヤ
ズ

ィ
ー

ド

と

は
バ

ヤ
ズ

ィ
ト

の
ア

ラ

ビ
ア
語

で

の
表

記

で
あ

る
。

例
外

的

に
ク

ン
ヤ
で
提

示
さ

れ

る
人
名

な

　
　

の
で
、
末

尾

に
配
列

さ

れ

た

の
で
あ

ろ
う
。

(25
)　

前

近
代

に

お
け

る
ア

ラ

ビ
ア
語

伝
記

集

の
特
徴

に

つ
い
て

は
、
谷

口
淳

一

「
人
物

を
伝

え

る
ー

ア

ラ

ビ
ア
語
伝

記

文
学
」

(林

佳
世

子

・桝

　
　
屋
友

子
編

『
記
録

と
表

象
-

史

料

が
語

る
イ

ス
ラ

ー

ム
世
界

』

[
イ

ス
ラ
ー

ム
地

域

研
究
叢

書

八
]
東

京
大

学
出

版
会

、

二
〇

〇
五
年

)
を
参

　
　
照

せ
よ
。

(26
)
　

太

田
敬

子

口
ぴ
づ

p
ω
げ
あ
匡
ゴ
葛

の
ア

レ

ッ
ポ

史

に

つ
い
て

の
研

究
」

(
『
オ
リ

エ
ン
ト
』

三

二
巻
、

二
号

、

一
九

九

〇
年

)
九

十

頁

に

は
、

　
　
本

書

を
含

む

ア

レ

ッ
ポ

地
方
史

叙
述

の
伝
統

に

つ
い
て
簡
潔

な

ま

と
め

が
あ

る
。

(27
)
　

Hげ
ロ
団
鋤
瞭
輿

巴
-5

ωρ
巴
鋤
ヨ
"
愚

゜
亀
餅

く
〇
一゚
押

》
°
蒔

(28
)
　

た

と
え

ば
、

"§
§
㌧
<
o
同゚
押

層
℃
』

O
P

N
り
ρ

G。
°。
○。
°

(29
)　

『
輝

か
し

き
光

』
五
巻

、
三

〇
六

頁
。

ζ
⊆
冨

8
ヨ
巴

び
゜
.〉
ぴ
α
巴
-園
動
げ
目
習

鋤
一あ
魯

鋤
輯
H"
ミ
張

ミ
謡

ぴ
こ
ーミ
ミ
呼
愚

奪
§
§

§

ミ
§
匙
冒
ミ
]
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ミ
爵

愚

、
冒

日

器

9

>
出

一
ω
お

(H
Φ
ω
O
＼
°。
一
)
も

」

H
α

(
『歴

史

〔
家

〕
を

非

難

す

る

者

に

対

す

る

批

判

の
表

明

』
)
。

寓

魯

鋤
日
白

餌
α
勾
鋤
転
び

⇔
∵

　

　

↓
鋤
び
び
9-
巨

N
・ミ
ミ

ミ
自

ミ
ミ

禽

、
ミ
ー譜
急

穿

ミ
ひ

ミ

ー鐙

§

画
い
ら
く
巳
ω
゜
十

言
α
①
×
b

ロ
ユ
Φ
α
,藁

㊤
。゚
°。

　
<
〇
一゚
H
も

゜
自

(
『
ア

レ

ッ
ポ

史

に

お

け

　

　

る

貴

顕

達

の

情

報

』
。

以

下

、

『貴

顕

達

の

情

報

』

と

略

記

)
。

(
30

)　

『
貴

顕

達

の
情

報

』

第

一
巻

、

四

十

-

四

一
頁

。

(
31

)　

]≦

鋤
耳

鋤
σ
讐

巴

-〉
ω
9
α

巴
-零

p
邸

日
く
P

]≦
ψ

一
ホ

〇
一
山

&

O
P

(
32
)
　

∪
Φ
葺

ωo
げ
Φ
Qり
8

讐
ω
げ
ま

=
o
けげ
①
ぎ

竃

ω
゜
ミ

㊤
H
(]≦
h

一
漣

)
°

(
33

)　

勾
o
話
o
プ
ロ
ロ
ひq
ωげ
ま
財
○
昏

Φ
犀

Ω
o
夢

P

】≦
ω
.
○
ユ
Φ
昌

゜
諺

H
ミ

N
°

(
34
)
　

bU
ユ
江
ωげ

]≦
島

Φ
ニ
ヨ

し
≦
ω
.
o
『
団Φ
葺

゜
お

φ
(諺
歪

昌
山
゜
O
H
°
謡

)
°

(
35
)　

一
点

は

、

ラ

ー

レ

リ

・
モ

ス

ク

の

旧

蔵

本

で

、
現

在

は

ス

レ
イ

マ

ニ

エ
図

書

館

に
あ

る

と

思

わ

れ

る

(ω
庄

Φ
く
ヨ

鋤
三

く
①
内
葺

9

げ
鋤
昌
Φ
ω
斜
竃

ω
゜

　

　

い
巴

Φ
戸

b。
O
ω
①
山

O
ω
刈
)
。

も

う

一
点

は

、

ハ
ー

リ

ス

・
ベ

ク

(¢
巴
凶ω
UU
舞

)

と

い
う

タ

ッ
バ

ー

フ

と

同

時

代

の

人

物

の
個

人

蔵

で

あ

っ

た

よ

　

　

う

だ

が
、

現

状

に

つ

い
て

は

確

認

で

き

な

か

っ
た

。

(
36
)
　

以

上

の
他

に

、

エ

ル
サ

レ

ム

の

ハ
ー

リ

デ

ィ

ー

ヤ

図

書

館

(巴
-ζ

曽
パ
鼠
げ
p。
巴

・儲

91
賦
身

鋤
)

に

は
、

イ

ブ

ン

・
ハ
テ

ィ

ー

ブ

・
ア

ン
ナ

ー

　
　

ス
ィ
リ
ー

ヤ
に
よ

る
集

成
本

が
あ

っ
て
、

そ

こ
に

は

一
五

〇

名

分

の
伝

記

が
含

ま

れ

て

い
る

と

い
う

[『
貴

顕
達

の
情
報

』
第

一
巻
、

四

一

　
　
頁
]
。

(
37
)　

た

だ
し
所

蔵
場

所

は
明
記

さ

れ

て

い
な

い
。

こ
の
写
本

は

六
三
葉

し

か
な

く
、

断
片

的
な

も

の

の
よ
う

で
あ

る

[
『
黄
金

の
蔵

』
第

一
巻

、

　
　
十

四
頁
]
。

(38
)
　

〇
四
「
】
Ud
「
o
o
評
①
一ヨ
鋤
ロ
員

0
8
らミ
ら
隷
融

§

＼

勲
§
い
傍
ら
勘
鳴
謡

卜
画譜

§
ミ
ぶ

α

<
巳
ω
↓

い
Φ
圃侮
①
ジ

H
㊤
ω
刈
l
H
㊤
お

H
<
〇
一』

℃
O
°
お

℃
ω
直
℃
覧
Φ
ヨ
①
耳

　

　
〈
〇
一』

"
や

。゚
O
°　

コ

ペ

ン

ハ
ー

ゲ

ン

の

写

本

に

つ

い

て

は

、

[〉
'
閃
゜
竃

Φ
げ
『
①
口
"]

O
o
ミ

ら8

0
蕊
鳴
§
ミ
N8

切
き
Nざ
ミ
ミ
ミ

肉
磯

鳶
鮎
奪

凡§

砺
貸

　
　
b
霞

ω
HH
}
出
鋒
三
器

(0
8

Φ
口
げ
鋤
ひq
①
口
)
弘

。゚
弩

6

0
°
り
ω
-
逡

(昌
o
°
O
×
U
同囲
)
を
参

照
。

イ

ブ

ン

・
ア

ッ
シ

フ
ナ

の
ア

レ

ッ
ポ

地
誌

が

『
選
り

抜

　
　
き

の
真
珠

』

と
混

同
さ

れ

る
点

に

つ
い
て
は
、
太

田
前

掲

論
文

、
九

五
-

九

九
頁

を
参

照
。

(39
)
　

国
鑓
嵩
N
閑
O
ω
Φ
口
警
巴
鴇
卜

§

ミ
鑓

ミ

§

の勘
§

募

ミ
蕊
§

ミ

い
①
凶α
Φ
員

お
①
◎。
口
戸

念

9

口
゜
一
゜
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(40
)
　
じd
ま
匡
o
昏
8

器

Z
鋤
江
o
昌
巴
Φ
L
≦
9

>
鑓
び
①
α
。゚
㎝
ω
゜

O
h
O
8

『
ひq
Φ
ω
<
鋤
竃

P

ミ

鉱
§

偽
"
ミ

ミ
N
§

の
§
黛
§
誤
ら
識
冴

黛
ミ
い
禽

§
誤

ミ
ミ
匙
§
G・
譜

　

ミ

切
暮
N皆
ミ
魯
ミ

き

職
o
§
匙
貯

§

寒

請

勺
費

同ρ

お
器

"
戸

ω
嵩

゜

(41
)　

Hび
轟
冨
ヨ

び
'
諺
げ
ヨ
巴

σ
゜
竃

二
げ
曽
日
ヨ
巴

ぎ
昌
帥
竪
竃
巳
団

巴
出

巴
鋤
寓
゜

こ

の
人

物

に

つ

い
て
は
、
しd
『o
o
詳
Φ
H日
き

P

魯
゜
ミ
計

<
〇
一』
も

P

　

。。
器
-
ω
器

お
よ

び

『貴

顕
達

の
情

報
』
第

六

巻
、

二
〇

〇
1

二

〇
三

頁
を

参

照
せ
よ

。

『
選
り

抜
き

の
真

珠
』
の
要
約

版

ミ

ミ
§

ミ
嘗

ひ
ミ
ミ

　

ミ
も

ミ
ミ

ミ
ーミ
§

ミ
冒

い
を

著
し

た

の
は
、

]≦
ロ
プ
曽
日
白
巴

冒
昌
巴
-竃

巳
断

と
そ

の
息

子

〉
ぽ
ヨ
巴

で
あ

る

[
『貴

顕
達

の
情

報
』

第

一
巻
、

　

四

一
-

四
二

頁
]
。

こ
の
人

物
は
、

諺
ゴ
ヨ
鋤
q
の
息

子

で
あ

ろ
う

。
な

お
、

こ

の
人
物

の
書

き

込

み
は
、

第

一
巻

を
除
く

各
巻

の
第

一
葉

・
表

　

に
見

え

る
。

(
42
)
　

巴
出

嚥
倒
91
び
゜
d

目
費

げ
」
≦
ロ
げ
鋤
ヨ
日
p
9
　

こ

の
人
物

に

つ
い
て
は
特

定

で
き
な

か

っ
た
。

書

き
込

み

は
、
第

一
巻

を
除

く
各

巻

の
第

一

　

葉

・
表

に
見

え
る
。

(43
)
　

〉
σ
口

鋤
肥
妻

鷺
91
.
げ
゜
.d
ヨ
費

巴
・諺
同
岳

巴
磁
弩
圃.H
　
こ

の
入
物

の
兄
弟

と
思

わ
れ

る

冨
魯

⇔
ヨ
日
鋤
α
『

¢
ヨ
費

の
伝
記

の
中

に
言
及

が
あ

　

る

[
『
貴

顕
達

の
情

報
』

第

六
巻
、

二

九
九

頁
]
。

こ

の
人
物

の
書

き

込

み
は
、

第

二
巻

の
第

一
葉

・
表

の
み
に
見

ら
れ

る
。

(44
)　

巴
・欝

旨

竃
⊆
げ
四
ヨ
ヨ
巴

巴
諏
鋤
耳

玄
-竃

き

α
9
("
)
。

こ
の
人
物

に

つ
い
て
は
、
特

定

で
き

な

か

っ
た
。
書
き

込

み
は
、
第

一
巻

と
第

二
巻

　

の
扉

の
裏

、
第

四
巻

の
第

一
葉

・
表

に
あ

る
。

(54
)
　

グ

レ
ゴ
リ

オ
暦

で
は

四
月

二
十

日
。

(46
)
　

Φ
×

α
o
⇒
o
冨

ユ

カ
o
び
臼
口

口
⊆
暮

団昌
oq
け8

ω
O
o
搾

〉
只

"
ω
ρ

嵩
刈
ω
と
あ

る
。

こ
の
人
物

に

つ
い
て
も

、
特
定

で
き
な

か

っ
た
。

こ
の
書
き

　

込

み
は
、

第

一
巻

か
ら
第

三
巻

ま

で
は
扉

の
表

に
、
第

四
巻

は

扉

の
裏

に
あ

る
。

な

お
、

書
き

込

み

の
読
解

に
際

し

て
は
、
新

田

一
郎
教

授

　

の
教

示
を

得

た
。
記

し

て
謝
意

を
表

す
。

(47
)　

0

写
本

第

四
巻

の

一
七
六

・
裏

は
、

伝
記

項
目

の
途

中

で
終

わ

っ
て

い
る

が
、

一
七

七

・
表

は

白
紙

で
あ

る
。

(48
)　

0
写
本

第

四
巻
、

一
-

十

一
葉

お
よ

び

一
七
三
-

一
七

七
葉

。

(49
)　

n
写

本

、

一
葉

お
よ

び
十
-

十

二
葉
。

(50
)　

.諺
げ
α
巴
-ζ

巴
涛

び
.
.≧

H
°°
の
項

目

冒
頭

か
ら

.d
仲
旨
91
昌
ぴ

〇゚
二
こ
ロ
び
曽
犀
…

の
項
目

末
尾

ま

で
。

0
写
本

第

三
巻
、

十

一

・
表
ー

二
五

・
裏
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に
相

当
す

る
。

(51
)　

項

目

竃
口
冨

ヨ
ヨ
鋤
α
げ
」
σ
鼠
訂
日

び
.
竃
忌

僧
ヨ
日
鋤
偶

°゚
が
欠

落

し
、
該

当

部
分

が
空

白

と
な

っ
て

い
る

[n

写
本
、　

一
九

・
裏

]
。

こ
の

　

項

目

は
、

0
写

本

で
は
第

三
巻

、

一
二
八

・
裏

に
存
在

す

る
。

(52
)　

0
写

本
第

三

巻
、

二

七

・
裏

。

n
写
本

、

十
五

・
表

。

(53
)　

0

写
本

第
三

巻
、

七
九

・
表

。

H
写

本
、

七

一

・
表

。

(
54
)　

0

写
本

第

三
巻
、

九

六

・
表

。

n
写

本
、

八

七

・
裏
一

入
八

・
表

。

(55
)　

0

写
本

第

三
巻
、

一
・
裏
。

n
写

本
、

一

・
裏

。
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